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企画書

	案件名
	「○○実現可能性調査」を記載ください。

	提案法人名
	提案法人名・団体名を記載ください。
※共同企業体の場合は、全法人を連記してください。


※提出時は青字の部分を削除してください。


	A. 応募者が保有する農業分野の脱炭素技術の概要


A-1.　応募者が保有する農業分野の脱炭素技術
応募者が保有する農業分野の脱炭素技術（気候変動適応策に係るものも可）と、技術を展開する国／地域を記載ください。
保有する脱炭素技術と展開する国/地域の名称
	No.
	技術名
	展開する国／地域

	1
	
	

	2
	
	

	3
	
	

	4
	
	

	5
	
	

	6
	
	



A-2.　実現可能性調査（FS）の実施内容
A-2.1　FS伴走支援で応募する技術、国／地域
A-1.で記載した技術のうち、今回のFS伴走支援で応募する技術及び展開を図る国／地域を記載ください（技術と国・地域の組み合わせは最大3つまで）。また、技術の基本的な情報・特徴を、製品・技術・サービスに初めて接する顧客にもわかるような平易な表現でご説明ください。
FS伴走支援に応募する脱炭素技術と、展開を図っている国／地域の名称（最大3つ）
	No.
	技術名
	展開する国／地域

	1
	
	

	2
	
	

	3
	
	


FS伴走支援に応募する脱炭素技術等の説明（各技術400字以内）
	


FS伴走支援で展開を図る国／地域の選定理由（各国／地域400字以内）
	




A-2.2　技術の展開における課題
当該技術の展開において直面する（又は想定される）課題を記載してください。（各技術400字以内）
	


A-3.　GHG排出削減ポテンシャルの見立て
上記課題が解決された場合、当該国におけるGHG削減ポテンシャル、及び日本の農業分野の脱炭素技術の海外展開にどのような波及効果があるかを記載してください。（400字以内）
	




	B. 本事業に期待する支援内容


B-1.　対象国における準備・実施状況、今後の計画について記載してください。（500字以内）
	


B-2.　本事業に期待する支援内容を選択してください。（複数選択可）
□ 対象国・対象技術の実装可能性に関する助言
□ 現地制度・許認可・JCM適合性の確認支援
□ 現地パートナー・金融機関等とのマッチング支援
□ 現地調査・ヒアリングの設計及び実施支援
□ GHG排出削減量・吸収量の算定支援
□ MRV計画の具体化支援
□ JCM方法論案・PIN等の作成支援
□ 事業化計画・ファイナンス検討支援
□ カーボンクレジット化・出口戦略に関する助言
□ 国内外イベント・対外発信に関する支援
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
B-3.　本事業にて重点的に支援を期待すること、及びその理由を記載してください。（500字以内）
	


B-4.　本事業後の具体的な展開計画（出口戦略の選択肢や必要条件等）を記載してください。（500字以内）
	




	C. 応募者の体制・方針


C-1.　応募技術の展開に向けた具体的な目標・計画、海外展開の実績があれば記載ください。（400字以内）
	


C-2.　海外展開に向けた応募者の実施体制について記載ください。（枠が足りない場合は適宜追加してください。）
	No.
	氏名
	所属法人名・部署
	役職
	担当業務
	海外業務経験
（海外業務経験が無い場合は「無」とお書きください）

	1
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	


C-3.　類似の事業の実績、応募履歴：
応募者が過去に類似取組を有する場合は記載ください（300字以内）。また、その際に支援事業を活用された場合は、該当するものにチェックを記入ください（複数回答）。
	




□ 日本貿易振興機構（JETRO）
□ 中小企業基盤整備機構
□ 国際協力機構（JICA）
□ 農林水産省
□ 環境省
□ 経済産業省
□ 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
□ 科学技術振興機構（JST）
□ その他（　　　　　　　　　　　）

C-4.　 コンプライアンス・情報管理等：
WLB、人権対応、情報管理、現地法令遵守、環境・社会配慮等の体制について記載してください（該当する認証等がある場合も記載してください）。（400字以内）
	



2

